














序:正常な妊娠・分娩・産褥・育児期は、女性にとって多くの自己の能力を肯定する出来事

ばかりでなく、自己の能力を否定されるような喪失体験があると報告されている 1～3）。

帝王切開分娩(以下帝切と略す)の母親は、出産という課題を一般の母親が体験する方法で

達成できないために、心理的外傷を生じやすく、母親自身の自己評衝が低下する。その結

果、児との関係成立等に何らかの影響を及ぼすのではないかと考える。 

そこで今回、計画的帝切の母親の心理的喪失体験の内容とその誘因および喪失後の回復過

程を明らかにし、同時に肯定的情緒の内容・誘因及び喪失との関係を分析した。さらに母

親の情緒体験が子どもとの愛着に影響を及ぼすと考えられる。愛着の深まりは母子相互作

用を通じて行なわれるので、今回、母親から児への接近行動の側面から分析し考察した。 


